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#12-21 

【５月１９日～５月２５日】 

〔モルドバの報道をもとに作成〕 

平成２４年５月２９日 

在ウクライナ大使館 
 

Ａ．主な動き 

 

１．内政 

・２５日、議会は、ＥＵとの査証免除化に向けた行動計画の第

一段階完了の義務の一つである「平等の保障に関する」法律

を採択。エフリム法務相は、同法は憲法第１６条（平等）及び

欧州の要求に適応するもので、国民の平等を保障する仕組

みを提供するものである旨発言。 

２．経済 

▼対モルドバ支援 

・２２日、フィラト首相は、モルドバは経済の潜在性を認識す

べきであり、海外からの開発支援に期待し過ぎるべきではな

い旨発言。 

・２２日、モルドバ政府は、同日、ＥＢＲＤとの間で、電子グリッ

ド線に関するＥＢＲＤの対モルドバ融資２，０００万ドルを１５年

間（支払猶予期間３年）延長する合意をした旨発表。 

・２２日、フィラト首相とフォレスティアーＥＢＲＤコーカサス・モ

ルドバ・ベラルーシ地域代表は、モルドバのエネルギーイン

フラ近代化のため、ＥＢＲＤがモルドバに対し２，０００万ドル

の融資を行うことに合意。 

・２５日、財務省は、農業分野での競争力強化計画に基づき、

ＩＤＡ（国際開発協会）から１，８００万ドルの融資を受ける予定

である旨発表。 

３．外政 

・２５日、モスクワを訪問したヴォローニン共産党党首は、ロゴ

ジン露副首相と会談し、モルドバ内政状況及び沿ドニエスト

ル問題等に関し協議。 

４．沿ドニエストル 

・２０日、ＮＡＴＯは、「シカゴ首脳会合宣言」において、沿ド

ニエストル紛争はＮＡＴＯの関心事であり、「５＋２」形式の

新たな対話形式による建設的アプローチを歓迎し、ＮＡＴＯ

はモルドバの主権及び領土一体性を支持し、国際法及び国

連憲章等に基づき紛争の平和的解決に向けた努力の支援

を継続する旨公表。 

 

 

※本週報ではモルドバの首都名「キシニョフ」（ロシア語読み）を暫定的に「キシナウ」（モルドバ語読み）と表記しています。 

（了） 


